






 

川崎病の病因については諸説あるが,その一つとして,古庄ら(1979)によってダニ抗原の関

与が報告されて以来,藤本ら(1982)もダニ抗原説を支持し,浜島ら(1982)がヤケヒョウヒダ

ニの体内からリケッチア様小体を報告し,ダニが大きくクローズアップされてきた。 

 われわれは,このダニ説検証の一環として,川崎病患家と健康者家屋の間の室内塵中のダ

ニ相,すなわち種構成や生息密度の違いなどについて比較調査を行なった。ここには,1982

年度に実施した成績を述べる。 


